
(57)【要約】
　本発明は単子葉および／または双子葉有害植物に対して有効な、ベンゾイルピラゾール
群からの少なくとも１種の化合物Ａ）および除草剤群からの少なくとも１種の化合物Ｂ）
を含有する除草剤に関する。上記除草剤は各々施用する除草剤より効果が高い。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 有 効 量 の 、
Ａ ） 少 な く と も １ つ の 、 次 の 式 （ Ｉ ） の 化 合 物 ま た は そ の 農 業 上 適 当 な 塩 （ 成 分 Ａ ）
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、
　 Ｒ 1 は メ チ ル ま た は エ チ ル で あ り ；
　 Ｒ 2 は ト リ フ ル オ ロ メ チ ル 、 フ ッ 素 、 塩 素 ま た は 臭 素 で あ り ；
　 Ｒ 3 は 水 素 ま た は メ チ ル で あ り ；
　 Ｒ 4 は メ チ ル ま た は エ チ ル で あ り ；
　 Ｒ 5 は 水 素 、 メ チ ル ス ル ホ ニ ル 、 エ チ ル ス ル ホ ニ ル 、 ｎ － プ ロ ピ ル ス ル ホ ニ ル 、 フ ェ ニ
ル ス ル ホ ニ ル 、 ４ － メ チ ル フ ェ ニ ル ス ル ホ ニ ル 、 ベ ン ジ ル 、 ベ ン ゾ イ ル メ チ ル 、 ニ ト ロ ベ
ン ゾ イ ル メ チ ル ま た は ４ － フ ル オ ロ － ベ ン ゾ イ ル メ チ ル で あ り 、 そ し て
　 ｎ は ０ 、 １ ま た は ２ で あ る ） 、 お よ び
Ｂ ） 以 下 の 群 の う ち １ つ か ら の 少 な く と も １ 種 の 化 合 物 （ 成 分 Ｂ ） ：
Ｂ １ 　 分 枝 状 ア ミ ノ 酸 の 生 合 成 の 阻 害 剤 ：
　 ア ミ ド ス ル フ ロ ン （ B1.1） 、 ベ ン ス ル フ ロ ン （ B1.2） 、 エ ト キ シ ス ル フ ロ ン （ B1.3） 、
ハ ロ ス ル フ ロ ン （ B1.4） 、 イ マ ゼ サ ピ ル （ B1.5） 、 ヨ ー ド ス ル フ ロ ン － メ チ ル － ナ ト リ ウ
ム （ B1.6） 、 メ ト ス ル フ ロ ン （ B1.7） 、 ニ コ ス ル フ ロ ン （ B1.8） 、 ス ル ホ ス ル フ ロ ン （ B1
.9） 、 チ フ ェ ン ス ル フ ロ ン － メ チ ル （ B1.10） 、 ト リ ベ ヌ ロ ン （ B1.11） 、 N－ [(4,6－ ジ メ
ト キ シ ピ リ ミ ジ ン － 2－ イ ル )ア ミ ノ カ ル ボ ニ ル ]－ 2－ メ ト キ シ カ ル ボ ニ ル － 5－ メ チ ル ス
ル ホ ニ ル ア ミ ノ メ チ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン ア ミ ド （ メ ソ ス ル フ ロ ン ） （ B1.12） お よ び N－ [(
4,6－ ジ メ ト キ シ ピ リ ミ ジ ン － 2－ イ ル )ア ミ ノ カ ル ボ ニ ル ]－ 2－ ジ メ チ ル ア ミ ノ カ ル ボ ニ
ル － 5－ ホ ル ミ ル ア ミ ノ － ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン ア ミ ド （ ホ ラ ム ス ル フ ロ ン ） （ B1.13） 、 プ ロ
カ ル バ ゾ ン ナ ト リ ウ ム （ MKH 6561） （ B1.14） 、 フ ル カ ル バ ゾ ン （ MKH 6562） （ B1.15） 、
ア ミ カ ル バ ゾ ン （ MKH 31866） （ B1.16） 、 フ ロ ラ ス ラ ム （ B1.17） 、 フ ル ピ ル ス ル フ ロ ン
－ メ チ ル － ナ ト リ ウ ム （ B1.18） ;
Ｂ ２ 　 光 合 成 電 子 伝 達 の 阻 害 剤 ：
　 ア ト ラ ジ ン （ B2.1） 、 ブ ロ モ キ シ ニ ル （ B2.2） 、 イ ソ プ ロ チ ュ ロ ン （ B2.3） 、 メ ト リ ブ
ジ ン （ B2.4） 、 プ ロ パ ニ ル （ B2.5） ;
Ｂ ３ 　 合 成 オ ー キ シ ン ：
　 MCPA（ B3.1） 、 2,4－ DP（ B3.2） 、 メ コ プ ロ プ （ CCMP） （ B3.3） 、 ジ カ ム バ （ B3.4） 、
ジ フ ル フ ェ ン ゾ ピ ル （ B3.5） 、 フ ル オ キ シ ピ ル （ B3.6） 、 キ ン ク ロ ラ ッ ク （ B3.7） ;
Ｂ ４ 　 脂 肪 酸 生 合 成 の 阻 害 剤 ：
　 ベ ン チ オ カ ル ブ （ B4.1） 、 ク ロ ジ ナ ホ ッ プ － プ ロ パ ル ギ ル （ B4.2） ジ ク ロ ホ ッ プ － メ チ
ル （ B4.3） 、 フ ェ ノ キ サ プ ロ パ － P－ エ チ ル （ B4.4） 、 ト ラ ル コ キ シ ジ ム （ B4.5） ;
Ｂ ５ 　 細 胞 分 裂 の 阻 害 剤 ：
　 ア セ ト ク ロ ル （ B5.1） 、 ア ラ ク ロ ル （ B5.2） 、 ア ニ ロ フ ォ ス （ B5.3） 、 フ ル フ ェ ナ セ ト
（ B5.4） 、 メ ト ル ア ク ロ ル （ B5.5） 、 セ ニ ル ク ロ ル （ B5.6） 、 フ ル フ ェ ナ セ ト （ B5.7） 、
メ フ ェ ナ セ ト （ B5.8） ;
Ｂ ６ 　 脂 肪 酸 生 合 成 ／ カ ロ チ ノ イ ド 生 合 成 の 阻 害 剤 ：
　 ジ フ ル フ ェ ニ カ ン （ B6.1） 、 ク ロ マ ゾ ン （ B6.2） ） ;

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-509656 A 2005.4.14



Ｂ ７ 　 グ リ フ ォ セ ー ト （ B7.1） お よ び
Ｂ ８ 　 グ ル ホ シ ネ ー ト (B8.1)、
を 含 有 す る 除 草 組 成 物 で あ っ て 、
　 式 (Ｉ )の 化 合 物 ま た は そ の 塩 （ 成 分 Ａ ） お よ び Ｂ １ ～ Ｂ ８ 群 の 化 合 物 （ 成 分 Ｂ ） を １ ：
２ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ： １ の 重 量 比 で 含 有 す る 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 成 分 Ａ ） と し て 、
　 Ｒ 1 は メ チ ル で あ り ；
　 Ｒ 2 は ト リ フ ル オ ロ メ チ ル で あ り ；
　 Ｒ 3 は 水 素 ま た は メ チ ル で あ り ；
　 Ｒ 4 は メ チ ル ま た は エ チ ル で あ り ；
　 Ｒ 5 は 水 素 で あ り 、 そ し て
　 ｎ は ２ で あ る 、
式 （ Ｉ ） の 化 合 物 を 含 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の 除 草 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 組 み 合 わ さ れ た 除 草 剤 Ａ ） と Ｂ ） の 重 量 比 Ａ ： Ｂ が １ ： ５ ０ ～ ５ ０ ： １ の 範 囲 に あ る 請
求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 除 草 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 組 み 合 わ さ れ た 除 草 剤 Ａ ） と Ｂ ） の 重 量 比 Ａ ： Ｂ が １ ： ２ ０ ～ ２ ０ ： １ の 範 囲 に あ る 請
求 項 ３ 記 載 の 除 草 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ０ .１ ～ ９ ９ 重 量 ％ の 除 草 剤 Ａ ） と Ｂ ） お よ び ９ ９ ～ ０ .１ 重 量 ％ の 作 物 保 護 に 慣 用 の 処
方 剤 を 含 有 す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 除 草 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 １ つ ま た は そ れ 以 上 の 除 草 剤 Ａ ） お よ び １ つ ま た は そ れ 以 上 の 除 草 剤 Ｂ ） を 有 害 植 物 、
有 害 植 物 の 部 分 ま た は 耕 作 地 に 施 用 し 、 該 除 草 剤 Ａ ） お よ び Ｂ ） の 組 み 合 わ せ が 請 求 項 １
～ ５ の い ず れ か に 定 義 さ れ る こ と か ら な る 、 好 ま し く な い 植 生 の 防 除 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 好 ま し く な い 植 生 を 防 除 す る 除 草 組 成 物 と し て の 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 定 義 さ れ
た 除 草 剤 Ａ ） お よ び Ｂ ） の 組 み 合 わ せ の 使 用 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 望 ま し く な い 植 生 に 対 し て 使 用 で き 、 そ し て 活 性 化 合 物 と し て 少 な く と も ２
つ の 除 草 剤 の 組 み 合 わ せ を 含 む 作 物 保 護 薬 剤 の 技 術 分 野 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 活 性 化 合 物 と し て 、 ベ ン ゾ イ ル ピ ラ ゾ ー ル の 群 か ら の 除 草
剤 を 少 な く と も １ つ の 他 の 除 草 剤 と 組 み 合 わ せ て 含 有 す る 除 草 組 成 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の ベ ン ゾ イ ル ピ ラ ゾ ー ル の 群 の 除 草 剤 は 、 多 数 の 文 献 か ら 公 知 で あ る 。 す な わ ち 、
EP-A0 203 428、 US 4,643,757、 WO 97／ 23135お よ び ド イ ツ 特 許 出 願 DE 10016116.2（ よ り
早 い 優 先 権 を 有 す る が 、 先 行 し て 公 開 さ れ て い な い ） は 、 除 草 力 を 有 す る 多 数 の ベ ン ゾ イ
ル ピ ラ ゾ ー ル を 記 載 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 実 際 に は 、 こ れ ら の 刊 行 物 か ら 公 知 の ベ ン ゾ イ ル ピ ラ ゾ ー ル の 使 用 は し
ば し ば 不 利 益 を 伴 う 。 す な わ ち 、 公 知 化 合 物 の 除 草 力 は 必 ず し も 充 分 で あ る と は 限 ら ず 、
ま た は 除 草 力 が 充 分 で あ っ た と し て も 、 有 用 植 物 に 対 し て 望 ま し く な い 損 傷 が 観 察 さ れ る
。
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 除 草 剤 の 有 効 性 は 、 特 に 、 使 用 除 草 剤 の 種 類 、 そ の 施 用 量 、 調 製 物 、 各 場 合 の 防 除 す べ
き 有 害 植 物 、 気 候 条 件 お よ び 土 壌 条 件 な ど に 依 存 す る 。 別 の 基 準 は 、 除 草 剤 の 持 続 時 間 ま
た は 除 草 剤 の 分 解 速 度 で あ る 。 長 期 使 用 の 際 ま た は 地 理 的 に 限 定 さ れ た 地 域 内 で 生 じ る こ
と が あ る 活 性 化 合 物 に 対 す る 有 害 植 物 の 感 受 性 の 変 化 を も 考 慮 し な け れ ば な ら な い だ ろ う
。 こ の よ う な 変 化 は 、 多 か れ 少 な か れ 顕 著 な 活 性 損 失 と し て 現 れ 、 そ し て 除 草 剤 の 施 用 量
の 増 加 に よ っ て 限 ら れ た 程 度 ま で 補 う こ と が で き る に す ぎ な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 多 数 の あ り う る 影 響 因 子 に よ り 、 種 々 の 用 途 に と っ て 、 特 に 有 害 植 物 の 種 お よ び 気 候 地
帯 に 関 し て 望 ま し い 特 性 を 全 て 持 っ た 単 一 の 活 性 化 合 物 は 実 際 上 存 在 し な い 。 そ の う え 、
ま す ま す 少 な い 除 草 剤 の 施 用 量 で 所 望 の 効 果 を 達 成 す る こ と へ の 不 変 の 要 求 が あ る 。 よ り
少 な い 施 用 量 は 、 施 用 に 必 要 な 活 性 化 合 物 の 量 だ け で な く 、 一 般 的 に 必 要 と さ れ る 助 剤 の
処 方 量 も 減 少 さ せ る 。 両 者 は 経 済 的 出 費 を 減 少 さ せ 、 そ し て 除 草 剤 処 置 に お け る 生 態 学 的
許 容 性 を 改 善 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 除 草 剤 の 使 用 特 性 を 改 善 す る た め に し ば し ば 用 い ら れ る 方 法 は 、 活 性 化 合 物 を 、 所 望 の
追 加 の 特 性 に 寄 与 す る １ ま た は そ れ 以 上 の 他 の 活 性 化 合 物 と 組 み 合 わ せ る こ と で あ る 。 WO
 01／ 28341は 、 他 の 除 草 剤 と の 除 草 力 を 有 す る ベ ン ゾ イ ル 誘 導 体 の 組 み 合 わ せ を 開 示 す る
。 除 草 力 を 有 す る ベ ン ゾ イ ル ピ ラ ゾ ー ル ー ル お よ び 多 く の 他 の 除 草 剤 の 組 み 合 わ せ は 、 WO
 97／ 31535、 WO 98／ 68526、 WO 98／ 54967、 WO 00／ 02703お よ び WO 00／ 03591か ら 公 知 で
あ る 。 し か し な が ら 、 起 こ り 得 る 物 理 的 お よ び 生 物 的 な 非 許 容 性 の 現 象 は 、 ２ ま た は そ れ
以 上 の 活 性 化 合 物 を 組 み 合 わ せ て 施 用 す る 場 合 に し ば し ば 観 察 さ れ 、 例 え ば 共 処 方 物 の 安
定 性 の 欠 如 、 活 性 化 合 物 の 分 解 ま た は 活 性 化 合 物 の 拮 抗 作 用 で あ る 。 こ れ に 対 し て 、 有 利
な 活 性 プ ロ フ ィ ー ル 、 高 い 安 定 性 お よ び 最 大 限 に 、 相 乗 的 に 高 め ら れ た 活 性 を 有 す る 、 す
な わ ち 組 み 合 わ せ る べ き 活 性 化 合 物 を 個 々 に 施 用 す る 場 合 と 比 較 し て 施 用 量 の 減 少 を 可 能
に す る 活 性 化 合 物 の 組 み 合 わ せ が 望 ま れ る と こ ろ で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 先 行 技 術 と 比 較 し て 改 善 さ れ た 特 性 を 有 す る 除 草 組 成 物 を 提 供 す る こ
と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 有 効 量 の 、
Ａ ） 少 な く と も １ つ の 、 式 （ Ｉ ） の 化 合 物 ま た は そ の 農 業 上 適 当 な 塩 （ 成 分 Ａ ）
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、
　 Ｒ 1 は メ チ ル ま た は エ チ ル で あ り ；
　 Ｒ 2 は ト リ フ ル オ ロ メ チ ル 、 フ ッ 素 、 塩 素 ま た は 臭 素 で あ り ；
　 Ｒ 3 は 水 素 ま た は メ チ ル で あ り ；
　 Ｒ 4 は メ チ ル ま た は エ チ ル で あ り ；
　 Ｒ 5 は 水 素 、 メ チ ル ス ル ホ ニ ル 、 エ チ ル ス ル ホ ニ ル 、 ｎ － プ ロ ピ ル ス ル ホ ニ ル 、 フ ェ ニ
ル ス ル ホ ニ ル 、 ４ － メ チ ル フ ェ ニ ル ス ル ホ ニ ル 、 ベ ン ジ ル 、 ベ ン ゾ イ ル メ チ ル 、 ニ ト ロ ベ
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ン ゾ イ ル メ チ ル ま た は ４ － フ ル オ ロ － ベ ン ゾ イ ル メ チ ル で あ り 、 そ し て
　 ｎ は ０ 、 １ ま た は ２ で あ る ） 、 お よ び
【 ０ ０ １ ０ 】
Ｂ ） 以 下 の 群 の う ち １ つ か ら の 少 な く と も １ 種 の 化 合 物 （ 成 分 Ｂ ） ：
Ｂ １ 　 分 枝 状 ア ミ ノ 酸 の 生 合 成 の 阻 害 剤 ：
　 ア ミ ド ス ル フ ロ ン （ amidosulfuron） （ B1.1） 、 ベ ン ス ル フ ロ ン （ bensulfuron） （ B1.2
） 、 エ ト キ シ ス ル フ ロ ン （ ethoxysulfuron） （ B1.3） 、 ハ ロ ス ル フ ロ ン （ halosulfuron）
（ B1.4） 、 イ マ ゼ サ ピ ル （ imazethapyr） （ B1.5） 、 ヨ ー ド ス ル フ ロ ン － メ チ ル － ナ ト リ
ウ ム （ iodosulfuron－ methyl－ sodium） （ B1.6） 、 メ ト ス ル フ ロ ン （ metsulfuron） （ B1.
7） 、 ニ コ ス ル フ ロ ン （ nicosulfuron） （ B1.8） 、 ス ル ホ ス ル フ ロ ン （ sulfosulfuron） （
B1.9） 、 チ フ ェ ン ス ル フ ロ ン － メ チ ル （ thifensulfuron－ methyl） （ B1.10） 、 ト リ ベ ヌ
ロ ン （ tribenuron） （ B1.11） 、 N－ [(4,6－ ジ メ ト キ シ ピ リ ミ ジ ン － 2－ イ ル )ア ミ ノ カ ル
ボ ニ ル ]－ 2－ メ ト キ シ カ ル ボ ニ ル － 5－ メ チ ル ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ メ チ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン
ア ミ ド （ メ ソ ス ル フ ロ ン （ mesosulfuron） ） （ B1.12） お よ び N－ [(4,6－ ジ メ ト キ シ ピ リ
ミ ジ ン － 2－ イ ル )ア ミ ノ カ ル ボ ニ ル ]－ 2－ ジ メ チ ル ア ミ ノ カ ル ボ ニ ル － 5－ ホ ル ミ ル ア ミ
ノ － ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン ア ミ ド （ ホ ラ ム ス ル フ ロ ン （ foramsulfuron） ） （ B1.13） 、 プ ロ カ
ル バ ゾ ン ナ ト リ ウ ム （ procarbazone sodium） （ MKH 6561） （ B1.14） 、 フ ル カ ル バ ゾ ン （
flucarbazone） （ MKH 6562） （ B1.15） 、 ア ミ カ ル バ ゾ ン （ amicarbazone） （ MKH 31866）
（ B1.16） 、 フ ロ ラ ス ラ ム （ florasulam） （ B1.17） 、 フ ル ピ ル ス ル フ ロ ン － メ チ ル － ナ ト
リ ウ ム （ flupyrsulfuron－ methyl－ sodium） （ B1.18） ;
【 ０ ０ １ １ 】
Ｂ ２ 　 光 合 成 電 子 伝 達 の 阻 害 剤 ：
　 ア ト ラ ジ ン （ B2.1） 、 ブ ロ モ キ シ ニ ル （ B2.2） 、 イ オ キ シ ニ ル （ B2.3） 、 イ ソ プ ロ チ ュ
ロ ン （ B2.4） 、 メ ト リ ブ ジ ン （ B2.5） 、 プ ロ パ ニ ル （ B2.6） ;
Ｂ ３ 　 合 成 オ ー キ シ ン ：
　 MCPA（ B3.1） 、 2,4－ DP（ B3.2） 、 メ コ プ ロ プ （ mecoprop） （ B3.3） 、 ジ カ ム バ （ dicam
ba） （ B3.4） 、 ジ フ ル フ ェ ン ゾ ピ ル （ diflufenzopyr） （ B3.5） 、 フ ル オ キ シ ピ ル （ fluro
xypyr） （ B3.6） 、 キ ン ク ロ ラ ッ ク （ quinclorac） （ B3.7） ;
Ｂ ４ 　 脂 肪 酸 生 合 成 の 阻 害 剤 ：
　 ベ ン チ オ カ ル ブ （ benthiocarb） （ B4.1） 、 ク ロ ジ ナ ホ ッ プ － プ ロ パ ル ギ ル （ clodinafo
p－ propargyl） （ B4.2） ジ ク ロ ホ ッ プ － メ チ ル （ B4.3） 、 フ ェ ノ キ サ プ ロ パ － P－ エ チ ル
（ fenoxaprop－ P－ ethyl） （ B4.4） 、 ト ラ ル コ キ シ ジ ム （ tralkoxydim） （ B4.5） ;
Ｂ ５ 　 細 胞 分 裂 の 阻 害 剤 ：
　 ア セ ト ク ロ ル （ B5.1） 、 ア ラ ク ロ ル （ alachlor） （ B5.2） 、 ア ニ ロ フ ォ ス （ anilofos）
（ B5.3） 、 フ ル フ ェ ナ セ ト （ flufenacet） （ B5.4） 、 メ ト ル ア ク ロ ル （ metolachlor） （ B
5.5） 、 セ ニ ル ク ロ ル （ thenylchlor） （ B5.6） 、 フ ル フ ェ ナ セ ト （ B5.7） 、 メ フ ェ ナ セ ト
（ mefenacet） （ B5.8） ;
Ｂ ６ 　 脂 肪 酸 生 合 成 ／ カ ロ チ ノ イ ド 生 合 成 の 阻 害 剤 ：
　 ジ フ ル フ ェ ニ カ ン （ diflufenican） （ B6.1） 、 ク ロ マ ゾ ン （ clomazone） （ B6.2） ;
Ｂ ７ 　 グ リ フ ォ セ ー ト （ B7.1） お よ び
Ｂ ８ 　 グ ル ホ シ ネ ー ト （ glufosinate） (B8.1)、
を 含 有 す る 選 択 さ れ た 除 草 組 成 物 を 提 供 し 、
　 こ こ で こ れ ら の 組 成 物 は 式 （ Ｉ ） の 化 合 物 ま た は そ の 塩 （ 成 分 Ａ ） お よ び Ｂ １ ～ Ｂ ８ 群
の 化 合 物 （ 成 分 Ｂ ） を １ ： ２ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ： １ の 重 量 比 で 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 式 (Ｉ )の 化 合 物 は 、 W001／ 74785か ら 公 知 で あ り 、 そ し て 例 え ば そ こ に 記 載 さ れ て い る
工 程 ま た は DE 25 13 750お よ び EP-A 0 186 117か ら 公 知 の 工 程 に よ っ て 調 製 す る こ と が で
き る 。 上 述 の こ の ３ つ の 文 献 の 開 示 は 参 照 に よ っ て 本 記 載 に 明 示 的 に 加 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ の 一 般 名 に よ り 上 記 で 述 べ た 活 性 化 合 物 の 化 学 構 造 は 、 例 え ば “ The Pesticide Manu
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al", 第 12版 , 2000, British Crop Protection Councilか ら 公 知 で あ る 。 ホ ラ ム ス ル フ ロ
ン は 例 え ば WO 95／ 10507か ら 除 草 剤 と し て 公 知 で あ り 、 そ し て メ ソ ス ル フ ロ ン は 例 え ば WO
 95／ 10507か ら 除 草 剤 と し て 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 成 分 Ａ ） と し て 以 下 に 定 義 さ れ る 式 (Ｉ )の 化 合 物 ：
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を 含 有 す る 除 草 組 成 物 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ に 関 し て 特 に 興 味 深 い の は 、 相 乗 的 有 効 量 の 、 １ ま た は そ れ 以 上 の 二 化 合 物 （ A）
＋ （ B） の 下 記 の 組 み 合 わ せ を 含 有 す る 除 草 組 成 物 で あ る ：
(A1)+(B1.1), (A1)+(B1.2), (A1)+(B1.3), (A1)+(B1.4), (A1)+(B1.5), (A1)+(B1.6), (A
1)+(B1.7), (A1)+(B1.8), (A1)+(B1.9), (A1)+(B1.10), (A1)+(B1.11), (A1)+(B1.12), (
A1)+(B1.13), (A1)+(B1.14), (A1)+(B1.15), (A1)+(B1.16), (A1)+(B1.17), (A1)+(B1.18
);
(A2)+(B1.1), (A2)+(B1.2), (A2)+(B1.3), (A2)+(B1.4), (A2)+(B1.5), (A2)+(B1.6), (A
2)+(B1.7), (A2)+(B1.8), (A2)+(B1.9), (A2)+(B1.10), (A2)+(B1.11), (A2)+(B1.12), (
A2)+(B1.13), (A2)+(B1.14), (A2)+(B1.15), (A2)+(B1.16), (A2)+(B1.17), (A2)+(B1.18
);
(A3)+(B1.1), (A3)+(B1.2), (A3)+(B1.3), (A3)+(B1.4), (A3)+(B1.5), (A3)+(B1.6), (A
3)+(B1.7), (A3)+(B1.8), (A3)+(B1.9), (A3)+(B1.10), (A3)+(B1.11), (A3)+(B1.12), (
A3)+(B1.13), (A3)+(B1.14), (A3)+(B1.15), (A3)+(B1.16), (A3)+(B1.17), (A3)+(B1.18
);
(A4)+(B1.1), (A4)+(B1.2), (A4)+(B1.3), (A4)+(B1.4), (A4)+(B1.5), (A4)+(B1.6), (A
4)+(B1.7), (A4)+(B1.8), (A4)+(B1.9), (A4)+(B1.10), (A4)+(B1.11), (A4)+(B1.12), (
A4)+(B1.13), (A4)+(B1.14), (A4)+(B1.15), (A4)+(B1.16), (A4)+(B1.17), (A4)+(B1.18
);
(A1)+(B2.1), (A1)+(B2.2), (A1)+(B2.3), (A1)+(B2.4), (A1)+(B2.5);
(A2)+(B2.1), (A2)+(B2.2), (A2)+(B2.3), (A2)+(B2.4), (A2)+(B2.5);
(A3)+(B2.1), (A3)+(B2.2), (A3)+(B2.3), (A3)+(B2.4), (A3)+(B2.5);
(A4)+(B2.1), (A4)+(B2.2), (A4)+(B2.3), (A4)+(B2.4), (A4)+(B2.5);
(A1)+(B3.1), (A1)+(B3.2), (A1)+(B3.3), (A1)+(B3.4), (A1)+(B3.5), (A1)+(B3.6), (A
1)+(B3.7);
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(A2)+(B3.1), (A2)+(B3.2), (A2)+(B3.3), (A2)+(B3.4), (A2)+(B3.5), (A2)+(B3.6), (A
2)+(B3.7);
(A3)+(B3.1), (A3)+(B3.2), (A3)+(B3.3), (A3)+(B3.4), (A3)+(B3.5), (A3)+(B3.6), (A
3)+(B3.7):
(A4)+(B3.1), (A4)+(B3.2), (A4)+(B3.3), (A4)+(B3.4), (A4)+(B3.5), (A4)+(B3.6), (A
4)+(B3.7);
(A1)+(B4.1), (A1)+(B4.2), (A1)+(B4.3), (A1)+(B4.4), (A1)+(B4.5);
(A2)+(B4.1), (A2)+(B4.2), (A2)+(B4.3), (A2)+(B4.4), (A2)+(B4.5);
(A3)+(B4.1), (A3)+(B4.2), (A3)+(B4.3), (A3)+(B4.4), (A3)+(B4.5);
(A4)+(B4.1), (A4)+(B4.2), (A4)+(B4.3), (A4)+(B4.4), (A4)+(B4.5);
(A1)+(B5.1), (A1)+(B5.2), (A1)+(B5.3), (A1)+(B5.4), (A1)+(B5.5), (A1)+(B5.6), (A
1)+(B5.7), (A1)+(B5.8);
(A2)+(B5.1), (A2)+(B5.2), (A2)+(B5.3), (A2)+(B5.4), (A2)+(B5.5), (A2)+(B5.6), (A
2)+(B5.7), (A2)+(B5.8);
(A3)+(B5.1), (A3)+(B5.2), (A3)+(B5.3), (A3)+(B5.4), (A3)+(B5.5), (A3)+(B5.6), (A
3)+(B5.7), (A3)+(B5.8);
(A4)+(B5.1), (A4)+(B5.2), (A4)+(B5.3), (A4)+(B5.4), (A4)+(B5.5), (A4)+(B5.6), (A
4)+(B5.7), (A4)+(B5.8);
(A1)+(B6.1), (A1)+(B6.2), (A2)+(B6.1), (A2)+(B6.2), (A3)+(B6.1), (A3)+(B6.2), (A
4)+(B6.1), (A4)+(B6.2);
(A1)+(B7.1), (A2)+(B7.1), (A3)+(B7.1), (A4)+(B7.1);
(A1)+(B8.1), (A2)+(B8.1), (A3)+(B8.1), (A4)+(B8.1)。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 組 み 合 わ せ に お い て 、 １ ヘ ク タ ー ル 当 た り １ ～ ２ ０ ０ ０ ｇ 、 好 ま し く は １
０ ～ ５ ０ ０ ｇ 、 特 に 好 ま し く は １ ０ ～ ２ ５ ０ ｇ 、 の 活 性 成 分 Ａ ） （ ａ ｉ ／ ｈ ａ ） 、 お よ び
１ ～ ２ ０ ０ ０ ｇ 、 好 ま し く は １ ～ ５ ０ ０ ｇ 、 特 に 好 ま し く は ５ ～ ２ ５ ０ ｇ 、 の 成 分 Ｂ ） の
範 囲 の 施 用 量 が 一 般 的 に 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 使 用 す べ き 成 分 Ａ ） と Ｂ ） の 重 量 比 は 、 広 い 範 囲 内 で 変 動 で き る 。 こ の 量 比 は 、 好 ま し
く は １ ： ５ ０ ～ ５ ０ ： １ の 範 囲 、 特 に １ ： ２ ０ ～ ２ ０ ： １ の 範 囲 に あ る 。 最 適 重 量 比 は 、
施 用 の 特 定 の 畑 、 雑 草 ス ペ ク ト ル お よ び 使 用 す る 活 性 化 合 物 の 組 み 合 わ せ に 依 存 し 、 そ し
て 予 備 実 験 で 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 組 成 物 は 、 穀 物 （ 例 え ば 大 麦 、 カ ラ ス ム ギ 、 ラ イ 麦 、 コ ム ギ ） 、 ト ウ モ ロ
コ シ お よ び イ ネ の 作 物 に お い て 、 な ら び に ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク 有 用 植 物 ま た は 活 性 化 合 物
Ａ ） お よ び Ｂ ） に 抵 抗 性 で あ る 古 典 的 手 段 に よ り 選 択 さ れ る 有 用 植 物 の 作 物 に お い て 、 一
年 生 お よ び 多 年 生 の 単 子 葉 の お よ び 双 子 葉 の 有 害 植 物 の 選 択 的 な 防 除 に 使 用 さ れ 得 る 。 同
様 に 、 そ れ ら は プ ラ ン テ ー シ ョ ン 作 物 、 例 え ば ア ブ ラ ヤ シ 、 コ コ ヤ シ 、 イ ン ド ゴ ム ノ キ 、
柑 橘 類 、 パ イ ナ ッ プ ル 、 ワ タ 、 コ ー ヒ ー 、 コ コ ア な ど に お い て 、 更 に ま た 果 実 生 産 お よ び
ブ ド ウ 栽 培 に お い て 、 望 ま し く な い 有 害 植 物 の 防 除 に 使 用 さ れ 得 る 。 当 該 組 成 物 の 優 れ た
許 容 性 の た め に 、 そ れ ら は 特 に 穀 物 お よ び ト ウ モ ロ コ シ 、 特 に 穀 物 に お け る 使 用 に 特 に 適
し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 組 成 物 は 、 広 範 囲 の 雑 草 に 作 用 す る 。 例 え ば こ れ ら の 組 成 物 は 、 例 え ば ア
ブ チ ロ ン （ Abutilon） 、 ア ロ ペ ク ル ス （ Alopecurus） 、 ア ベ ナ （ Avena） 、 ケ ノ ポ ジ ウ ム
（ Chenopodium） 、 シ ノ ド ン （ Cynodon） 、 シ ペ ル ス （ Cyperus） 、 ジ ギ タ リ ア （ Digitaria
） 、 エ キ ノ ク ロ ア （ Echinochloa） 、 エ リ ム ス （ Elymus） 、 ガ リ ウ ム （ Galium） 、 イ ポ メ
ア （ Ipomoea） 、 コ キ ア （ Kochia） 、 ラ ミ ウ ム （ Lamium） 、 マ ト リ カ リ ア （ Matricaria）
、 ポ リ ゴ ナ ム （ Polygonum） 、 ス キ ル プ ス （ Scirpus） 、 セ タ リ ア （ Setaria） 、 ソ ル グ ム
（ Sorghum） 、 ベ ロ ニ カ （ Veronica） 、 ビ オ ラ （ Viola） お よ び キ サ ン チ ウ ム （ Xanthium）
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種 か ら の よ う な 一 年 生 お よ び 多 年 生 有 害 植 物 の 防 除 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に か か る 組 成 物 の 更 な る 効 果 は 、 例 え ば Kochiaの よ う な 、 現 在 ス ル ホ ニ ル 尿 素 に
抵 抗 性 に な っ た 多 く の 有 害 植 物 に 対 す る そ れ ら の 優 れ た 活 性 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 除 草 組 成 物 は 、 組 み 合 わ せ て 用 い ら れ る 成 分 Ａ ） お よ び Ｂ ） の 有 効 用 量 が
個 々 の 用 量 と 比 較 し て 低 い こ と に よ っ て も 区 別 さ れ 、 従 っ て 必 要 な 活 性 化 合 物 の 施 用 量 の
低 下 を 可 能 に す る （ 相 乗 効 果 ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は ま た 、 １ ま た は そ れ 以 上 の 除 草 剤 Ａ ） お よ び １ ま た は そ れ 以 上 の 除 草 剤 Ｂ ） を
有 害 植 物 、 有 害 植 物 の 部 分 ま た は 耕 作 地 に 施 用 す る こ と を 含 む 、 望 ま し く な い 植 生 の 防 除
方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 タ イ プ Ａ ） お よ び Ｂ ） の 除 草 剤 を 一 緒 に 施 用 す る と 、 付 加 （ ＝ 相 乗 ） 効 果 が 観 察 さ れ る
。 組 み 合 わ せ の 活 性 は 、 使 用 さ れ る 個 々 の 除 草 剤 の 期 待 さ れ る 活 性 の 合 計 、 お よ び 特 定 の
個 々 の 各 除 草 剤 Ａ ） お よ び Ｂ ） の 活 性 を 超 え る 。 相 乗 効 果 は 、 施 用 量 の 減 少 、 よ り 広 範 囲
の 広 葉 お よ び 細 葉 雑 草 の 防 除 、 よ り 迅 速 な 除 草 力 の 発 生 、 長 時 間 の 活 性 持 続 性 、 １ 回 だ け
ま た は 数 回 の 施 用 に よ る よ り 良 好 な 有 害 植 物 の 防 除 、 お よ び こ の 製 品 の 施 用 周 期 の 延 長 を
可 能 に す る 。 こ れ ら の 特 性 は 、 雑 草 防 除 の 実 施 に お い て 作 物 を 望 ま し く な い 競 合 植 物 が な
い 状 態 に 保 持 す る た め 、 す な わ ち 収 量 の 質 お よ び 量 を 保 証 し 、 お よ び ／ ま た は 高 め る た め
に 必 要 と さ れ る 。 こ れ ら の 新 規 な 組 み 合 わ せ は 、 所 望 の 特 性 に 関 し て 従 来 技 術 よ り も 著 し
く 上 回 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 活 性 化 合 物 の 組 み 合 わ せ は 、 場 合 に よ り 他 の 慣 用 処 方 助 剤 と 一 緒 に 、 成 分
Ａ ） お よ び Ｂ ） の 混 合 製 剤 と し て 存 在 す る こ と が で き 、 こ の 混 合 製 剤 は 次 い で 水 で 希 釈 し
た 形 態 で 常 法 に よ り 施 用 さ れ る か 、 で な け れ ば タ ン ク ミ ッ ク ス の 形 態 で 、 別 個 に か 、 ま た
は 部 分 的 に 別 個 に 処 方 さ れ る 成 分 を 水 で 一 緒 に 希 釈 す る こ と に よ り 製 造 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 成 分 Ａ ） お よ び Ｂ ） は 、 効 果 が あ る 生 物 学 的 お よ び ／ ま た は 物 理 化 学 的 パ ラ メ － タ － に
応 じ て 、 種 々 の 手 段 で 処 方 す る こ と が で き る 。 適 当 な 一 般 的 に 可 能 な 製 剤 と し て は 、 例 え
ば ： 水 和 剤 （ Ｗ Ｐ ） 、 乳 剤 （ Ｅ Ｃ ） 、 水 溶 液 （ Ｓ Ｌ ） 、 エ マ ル ジ ョ ン （ Ｅ Ｗ ） 、 例 え ば 水
中 油 形 お よ び 油 中 水 形 エ マ ル ジ ョ ン 、 噴 霧 用 液 剤 ま た は 噴 霧 用 エ マ ル ジ ョ ン 、 油 ま た は 水
ベ ー ス の 分 散 剤 、 懸 濁 エ マ ル ジ ョ ン （ suspoemulsion） 、 粉 剤 （ Ｄ Ｐ ） 、 種 子 粉 衣 製 品 、
土 壌 施 用 ま た は 全 面 散 布 用 粒 剤 、 水 分 散 性 粒 剤 （ Ｗ Ｇ ） 、 Ｕ Ｌ Ｖ 製 剤 、 マ イ ク ロ カ プ セ ル
ま た は ワ ッ ク ス が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 個 々 の 製 剤 タ イ プ は 一 般 に 公 知 で あ り 、 そ し て 例 え ば  Winnacker－ Kuechler, “ Chemis
che Technologie" [Chemical Technology], 第 ７ 巻 , C. Hauser Verlag Munich, 第 ４ 版 ,
 1986; van Valkenburg, “ Pesticide Formulations", Marcel Dekker, N.Y., 1973; K. 
Martens, “ Spray Drying Handbook", 第 ３ 版 , 1979, G. Goodwin Ltd. London に 記 載 さ
れ て い る 。 必 要 な 処 方 助 剤 、 例 え ば 不 活 性 物 質 、 界 面 活 性 剤 、 溶 剤 お よ び 他 の 添 加 剤 も 同
様 に 公 知 で あ り 、 そ し て 例 え ば  Watkins, “ Handbook of Insecticide Dust Diluents an
d Carriers", 第 ２ 版 , Darland Books, Caldwell N.J.; H.v. Olphen,“ Introduction to
 Clay Colloid Chemistry", 第 ２ 版 , J. Wiley & Sons, N.Y.; Marsden,“ Solvents Guid
e", 第 ２ 版 , Interscience, N.Y. 1950; McCutcheon’ s, “ Detergents and Emulsifiers
 Annual", MC Publ. Corp., Ridegewood N.J.; Sisley お よ び  Wood,“ Encyclopedia of 
Surface Active Agents", Chem. Publ. Co. Inc., N.Y. 1964; Schoenfeldt,“ Grenzflae
chenaktive Aethylenoxidaddukte" [Surface－ active ethylene oxide adducts], Wiss. 
Verlagsgesellschaft, Stuttgart 1976; Winnacker－ Kuechler, “ Chemische Technologi
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e", [Chemical Technology] 第 ７ 巻 , C. Hauser Verlag Munich, 第 ４ 版 , 1986 に 記 載 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ ら の 処 方 に 基 づ い て 、 他 の 農 薬 活 性 化 合 物 、 例 え ば 他 の 除 草 剤 、 殺 菌 剤 も し く は 殺
虫 剤 、 お よ び 薬 害 軽 減 剤 、 肥 料 お よ び ／ ま た は 成 長 調 節 剤 と の 組 み 合 わ せ を 、 例 え ば レ デ
ィ ー ミ ッ ク ス ま た は タ ン ク ミ ッ ク ス の 形 態 で 製 造 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 水 和 剤 は 、 水 に 一 様 に 分 散 可 能 な 製 剤 で あ り 、 そ し て 活 性 化 合 物 の ほ か に 、 希 釈 剤 ま た
は 不 活 性 物 質 に 加 え て 、 イ オ ン 性 ま た は 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 （ 湿 潤 剤 、 分 散 剤 ） 、 例 え
ば ポ リ エ ト キ シ ル 化 ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル 、 ポ リ エ ト キ シ ル 化 脂 肪 ア ル コ ー ル も し く は 脂 肪
族 ア ミ ン 、 ア ル カ ン ス ル ホ ネ ー ト も し く は ア ル キ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ネ ー ト 、 リ グ ノ ス ル ホ
ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 2,2’ － ジ ナ フ チ ル メ タ ン － 6,6’ － ジ ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ジ ブ チ ル
ナ フ タ レ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ま た は そ の ほ か に ナ ト リ ウ ム オ レ オ イ ル メ チ ル タ ウ リ
ネ ー ト も ま た 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 乳 剤 は 、 活 性 化 合 物 を 、 有 機 溶 剤 、 例 え ば ブ タ ノ ー ル 、 シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン 、 ジ メ チ ル ホ
ル ム ア ミ ド 、 キ シ レ ン ま た は そ の ほ か に 高 沸 点 の 芳 香 族 化 合 物 も し く は 炭 化 水 素 に 、 １ 種
も し く は そ れ 以 上 の イ オ ン 性 ま た は 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 （ 乳 化 剤 ） を 添 加 し て 溶 解 す る
こ と に よ っ て 製 造 さ れ る 。 使 用 で き る 乳 化 剤 の 例 と し て は ： ア ル キ ル ア リ ー ル ス ル ホ ン 酸
カ ル シ ウ ム 、 例 え ば ド デ シ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 ま た は 非 イ オ ン 性 乳 化 剤 、
例 え ば 脂 肪 酸 ポ リ グ リ コ ー ル エ ス テ ル 、 ア ル キ ル ア リ ー ル ポ リ グ リ コ ー ル エ ー テ ル 、 脂 肪
ア ル コ ー ル ポ リ グ リ コ ー ル エ ー テ ル 、 プ ロ ピ レ ン オ キ シ ド ／ エ チ レ ン オ キ シ ド 縮 合 生 成 物
、 ア ル キ ル ポ リ エ ー テ ル 、 ソ ル ビ タ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ソ ル ビ タ ン 脂
肪 酸 エ ス テ ル ま た は ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ソ ル ビ ト ー ル エ ス テ ル が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 粉 剤 は 、 活 性 化 合 物 を 、 微 粉 固 体 物 質 、 例 え ば タ ル ク 、 天 然 ク レ ー 、 例 え ば カ オ リ ン 、
ベ ン ト ナ イ ト お よ び ピ ロ フ ィ ラ イ ト ま た は 珪 藻 土 と 共 に 粉 砕 す る こ と に よ っ て 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 粒 剤 は 、 活 性 化 合 物 を 吸 着 性 の 粒 状 不 活 性 物 質 上 に 噴 霧 す る か 、 ま た は 活 性 化 合 物 濃 縮
物 を 、 担 体 、 例 え ば 砂 、 カ オ リ ナ イ ト ま た は 粒 状 不 活 性 物 質 の 表 面 上 に 、 結 合 剤 、 例 え ば
ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 ナ ト リ ウ ム ま た は そ の ほ か に 鉱 油 を 用 い て 塗 布 す
る こ と に よ る い ず れ か で 製 造 す る こ と が で き る 。 適 切 な 活 性 化 合 物 を 、 肥 料 粒 剤 の 製 造 に
常 用 さ れ る 方 法 で 、 所 望 に よ り 肥 料 と の 混 合 物 と し て 粒 状 化 す る こ と も で き る 。 一 般 に 、
水 分 散 性 粒 剤 は 、 噴 霧 乾 燥 、 流 動 床 粒 状 化 、 デ ィ ス ク 粒 状 化 、 高 速 ミ キ サ ー に よ る 混 合 、
お よ び 固 体 不 活 性 物 質 を 用 い な い 押 し 出 し の よ う な 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 農 芸 化 学 製 品 は 、 一 般 に ０ .１ ～ ９ ９ 重 量 ％ 、 特 に ０ .２ ～ ９ ５ 重 量 ％ の 活 性 化 合 物 タ イ
プ Ａ ） お よ び Ｂ ） を 含 み 、 処 方 の 種 類 に 応 じ て 次 の 濃 度 が 慣 用 さ れ る ： 水 和 剤 中 の 活 性 化
合 物 濃 度 は 、 例 え ば 約 １ ０ ～ ９ ５ 重 量 ％ で あ り 、 １ ０ ０ 重 量 ％ ま で の 残 余 は 慣 用 の 処 方 成
分 か ら な る 。 乳 剤 の 場 合 、 活 性 化 合 物 濃 度 は 、 例 え ば ５ ～ ８ ０ 重 量 ％ で あ っ て よ い 。 粉 剤
形 態 の 製 剤 は 、 通 常 ５ ～ ２ ０ 重 量 ％ の 活 性 化 合 物 を 含 み 、 そ し て 噴 霧 用 液 剤 は 、 約 ０ .２
～ ２ ５ 重 量 ％ の 活 性 化 合 物 を 含 む 。 粒 剤 、 例 え ば 分 散 性 粒 剤 の 場 合 、 活 性 化 合 物 含 有 量 は
、 部 分 的 に は 、 活 性 化 合 物 が 液 体 中 に 存 在 す る か 、 ま た は 固 体 形 態 で 存 在 す る か 、 そ し て
ど の よ う な 粒 状 化 助 剤 お よ び 充 填 剤 が 用 い ら れ る か に 依 存 す る 。 一 般 に 、 水 分 散 性 粒 剤 の
含 有 量 は 、 １ ０ ～ ９ ０ 重 量 ％ に 達 す る 。 さ ら に 、 上 記 の 活 性 化 合 物 製 剤 は 、 場 合 に よ り 、
そ れ ぞ れ の 場 合 に 慣 用 さ れ る 粘 着 付 与 剤 、 湿 潤 剤 、 分 散 剤 、 乳 化 剤 、 防 腐 剤 、 凍 結 防 止 剤
、 溶 剤 、 充 填 剤 、 着 色 剤 、 担 体 、 消 泡 剤 、 蒸 発 阻 害 剤 お よ び ｐ Ｈ ま た は 粘 度 調 整 剤 を 含 む
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 使 用 す る た め に 、 市 販 の 形 態 で 存 在 す る 製 剤 を 、 慣 用 の 方 法 に よ り 、 水 和 剤 、 乳 剤 、 分
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散 剤 お よ び 水 分 散 性 粒 剤 の 場 合 に は 、 場 合 に よ り 例 え ば 水 を 用 い て 希 釈 す る 。 粉 剤 、 土 壌
用 粒 剤 、 撒 布 用 粒 剤 お よ び 噴 霧 用 液 剤 の 形 態 の 製 品 は 、 使 用 前 に 他 の 不 活 性 物 質 で さ ら に
希 釈 し な い の が 普 通 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 活 性 化 合 物 は 、 植 物 、 植 物 部 分 、 植 物 種 子 ま た は 耕 作 地 （ 耕 地 土 壌 ） に 、 好 ま し く は 緑
色 植 物 お よ び 当 該 植 物 部 分 に 、 そ し て 所 望 の 場 合 さ ら に 耕 地 土 壌 に 施 用 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 つ の 可 能 な 使 用 は 、 活 性 化 合 物 を タ ン ク ミ ッ ク ス の 形 態 で 一 緒 に 施 用 す る こ と で あ り
、 最 適 に 処 方 さ れ た 個 々 の 活 性 化 合 物 の 濃 縮 製 剤 を 一 緒 に タ ン ク 中 で 水 と 混 合 し 、 そ し て
得 ら れ た 噴 霧 用 混 合 物 を 施 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 成 分 Ａ ） お よ び Ｂ ） の 本 発 明 に 係 る 組 み 合 わ せ の 除 草 剤 共 処 方 物 は 、 成 分 の 量 が 既 に 正
し い 割 合 で 存 在 し て い る の で 、 施 用 が よ り 容 易 で あ る と い う 利 点 を 有 す る 。 さ ら に 、 様 々
な 製 剤 の タ ン ク ミ ッ ク ス で は 助 剤 の 望 ま し く な い 組 み 合 わ せ を も た ら す こ と が あ り う る が
、 本 製 剤 の 助 剤 は 選 択 し て 最 適 な や り 方 で 各 々 を 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ａ ． 処 方 例
　 ａ ） １ ０ 重 量 部 の 活 性 化 合 物 ／ 活 性 化 合 物 混 合 物 お よ び 不 活 性 物 質 と し て ９ ０ 重 量 部 の
タ ル ク を 混 合 し 、 こ の 混 合 物 を ハ ン マ ー ミ ル で 微 粉 砕 す る こ と に よ っ て 、 粉 剤 （ Ｗ Ｐ ） を
得 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ｂ ） ２ ５ 重 量 部 の 活 性 化 合 物 ／ 活 性 化 合 物 混 合 物 、 不 活 性 化 合 物 と し て ６ ４ 重 量 部 の カ
オ リ ン 含 有 石 英 、 １ ０ 重 量 部 の リ グ ノ ス ル ホ ン 酸 カ リ ウ ム 、 お よ び 湿 潤 剤 お よ び 分 散 剤 と
し て １ 重 量 部 の ナ ト リ ウ ム オ レ オ イ ル メ チ ル タ ウ リ ネ ー ト を 混 合 し 、 こ の 混 合 物 を ピ ン 付
き デ ィ ス ク ミ ル 中 で 粉 砕 す る こ と に よ っ て 、 水 に 容 易 に 分 散 す る 水 和 剤 （ Ｗ Ｇ ） を 得 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ｃ ） ２ ０ 重 量 部 の 活 性 化 合 物 ／ 活 性 化 合 物 混 合 物 を ６ 重 量 部 の ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ポ リ
グ リ コ ー ル エ ー テ ル （ Triton X 207） 、 ３ 重 量 部 の イ ソ ト リ デ カ ノ ー ル ポ リ グ リ コ ー ル エ
ー テ ル （ ８  Ｅ Ｏ ） お よ び ７ １ 重 量 部 の パ ラ フ ィ ン 系 鉱 油 （ 沸 点 範 囲 、 例 え ば 約 ２ ５ ５ ～
２ ７ ７ ℃ ） を 混 合 し 、 こ の 混 合 物 を ボ ー ル ミ ル 中 で ５ ミ ク ロ ン 以 下 の 粉 末 度 ま で 粉 砕 す る
こ と に よ っ て 、 水 に 容 易 に 分 散 す る 分 散 濃 縮 物 を 得 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ｄ ） １ ５ 重 量 部 の 活 性 化 合 物 ／ 活 性 化 合 物 混 合 物 、 溶 剤 と し て ７ ５ 重 量 部 の シ ク ロ ヘ キ
サ ノ ン お よ び 乳 化 剤 と し て １ ０ 重 量 部 の エ ト キ シ ル 化 ノ ニ ル フ ェ ノ ー ル か ら 、 乳 液 （ Ｅ Ｃ
） を 得 る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ｅ ） 下 記 の 成 分
　 ７ ５ 重 量 部 の 活 性 化 合 物 ／ 活 性 化 合 物 混 合 物 、
　 １ ０ 重 量 部 の リ グ ノ ス ル ホ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、
　 ５ 重 量 部 の ラ ウ リ ル 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、
　 ３ 重 量 部 の ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル お よ び
　 ７ 重 量 部 の カ オ リ ン
を 混 合 し 、 こ の 混 合 物 を ピ ン 付 き デ ィ ス ク ミ ル 中 で 粉 砕 し 、 こ の 粉 末 を 流 動 床 中 で 粒 状 化
液 体 と し て の 水 の 上 に 噴 霧 し て 粒 状 化 す る こ と に よ っ て 、 水 分 散 性 粒 剤 を 得 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ｆ ） 同 様 に 下 記 の 成 分
　 ２ ５ 重 量 部 の 活 性 化 合 物 ／ 活 性 化 合 物 混 合 物 、
　 ５ 重 量 部 の ２ ， ２ ’ － ジ ナ フ チ ル メ タ ン － ６ ， ６ ’ － ジ ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、
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　 ２ 重 量 部 の オ レ イ ル メ チ ル タ ウ リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、
　 １ 重 量 部 の ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、
　 １ ７ 重 量 部 の 炭 酸 カ ル シ ウ ム お よ び
　 ５ ０ 重 量 部 の 水
を コ ロ イ ド ミ ル 中 で 均 質 化 し て 予 備 微 粉 砕 し 、 次 い で こ の 混 合 物 を ビ ー ド ミ ル 中 で 粉 砕 し
、 そ し て 得 ら れ た 懸 濁 液 を ス プ レ ー 塔 中 で 単 一 物 質 ノ ズ ル に よ り 噴 霧 し て 乾 燥 す る こ と に
よ っ て 、 水 分 散 性 粒 剤 を 得 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ｂ ． 生 物 学 的 実 施 例
　 屋 外 で 、 作 物 植 物 を さ ま ざ ま な 土 壌 で 、 か つ さ ま ざ ま な 気 象 条 件 で ５ ～ １ ０ ｍ 2 の 大 き
さ の 小 区 画 で 生 育 さ せ 、 そ し て そ の 土 壌 に お け る 有 害 な 植 物 お よ び ／ ま た は そ の 種 子 の 自
然 の 存 在 の ま ま で 実 験 に 利 用 し た 。 本 発 明 に か か る 組 成 物 ま た は 個 々 に 施 用 さ れ る 除 草 剤
Ａ ） お よ び Ｂ ） を 用 い た 処 理 を 、 有 害 植 物 お よ び 作 物 植 物 の 発 生 後 、 一 般 に ２ ～ ４ 葉 期 に
実 施 し た 。 Ｗ Ｇ 、 Ｗ Ｐ ま た は Ｅ Ｃ と し て 処 方 さ れ る 活 性 化 合 物 ま た は 活 性 化 合 物 の 組 み 合
わ せ は 、 発 生 後 の 方 法 に よ り 実 施 し た 。 ２ ～ ８ 週 後 、 視 覚 に よ る 評 価 を 非 処 理 の 比 較 群 と
の 比 較 で 実 施 し た 。 本 発 明 に 係 る 組 成 物 は 、 経 済 上 重 要 な 単 子 葉 お よ び 双 子 葉 有 害 植 物 に
対 し て 相 乗 的 除 草 力 を 有 す る 、 す な わ ち 本 発 明 に か か る ほ と ん ど の 組 成 物 は 、 個 々 の 除 草
剤 の 活 性 の 合 計 よ り も 強 力 な 、 い く つ か の 場 合 に は か な り 強 力 な 除 草 力 を 有 す る こ と を 見
出 し た 。 さ ら に 、 本 発 明 に か か る 組 成 物 の 除 草 力 は 、 コ ル ビ イ に よ る 期 待 値 を 超 え た 。 対
照 的 に こ の 処 理 は 、 も し あ っ て も 、 作 物 植 物 に 対 す る 損 傷 を ほ と ん ど 生 じ さ せ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 観 察 さ れ た こ の 混 合 物 の 活 性 値 は 個 々 の 施 用 に よ る 試 験 の 値 の 形 式 的 合 計 を 既 に 超 え る
場 合 、 活 性 値 は ま た 、 以 下 の 式 を 用 い て 算 出 さ れ る コ ル ビ イ に よ る 期 待 値 を 超 え る （ S. R
. Colby; Weeds 15 (1967) pp. 20-22 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　 こ の 式 に お い て ：
　 　 Ａ 、 Ｂ ＝ そ れ ぞ れ ａ お よ び ｂ グ ラ ム の 用 量 ａ ｉ ／ ｈ ａ に お け る 成 分 Ａ お よ び Ｂ の 活 性
（ ％ ）
　 　 Ｅ ＝ ａ ＋ ｂ グ ラ ム の 用 量 ａ ｉ ／ ｈ ａ に お け る 期 待 値 （ ％ ）
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 下 の 実 験 実 施 例 で 観 察 さ れ た 値 は 、 コ ル ビ ィ に よ る 期 待 値 を 超 え る 。 表 １ は 実 験 で 使
用 さ れ た 成 分 （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ） を 示 す 。 表 ２ ～ ４ は 個 々 の 成 分 （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ） の 除
草 力 、 本 発 明 に か か る 混 合 物 の 除 草 力 お よ び コ ル ビ ィ に よ る 理 論 値 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ８ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 表 ５ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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